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V fr ニM ・ V s





Vfr: フィルム速度， M: 拡大率， V s : 基準点の並進運動速度， V SP V s のフィルムに対して垂直






(A-B) M水平= (1 十 α) ・ (X-B) 
M ニ A-
垂直 X 
Op :被写体， 0 :回転中心， A: 焦点 フィルム間距離， B: 焦点一回転中心間距離， X: 焦点一被
写体間距離， M水平:水平拡大率， M垂直:垂直拡大率， α: フィルム速度に比例した係数
3. パノラマ断層撮影法におけるスキャノグラフィーと断層撮影法の関係を示す数学モデル
a) 従来型パノラマ撮影装置のための数学モデル:
X= ~~b ・ V s ・ (D-cos 8) 
V s ・ cosθ-D ・ b ・ ω
b) フィルムを振る機構をつけた新型パノラマ撮影装置のための数学モデル:
X= ~~ b ・ V s ・ (D- 1) 
Vs-D ・ b ・ ω ・ cos ゆ
(結論)
パノラマ断層撮影法は，断層撮影法とスキャノグラフィーとが組み合わさって成り立つ撮影法で、あり，
パノラマ断層撮影法での断層撮影の因子とスキャノグラフィーの因子を明確に分離し解析が行えるO
1 .パノラマ断層撮影法で、は，断層撮影は像の鮮鋭度に関係し スキャノグラフィーの因子は投影方向
と障害陰影の生ずる位置と画像歪みに関係する O
2. パノラマ断層撮影法のための数学モデルを断層撮影の原理とスキャノグラフィーの原理に基づい
て別々に作成し，更に，その両者の関係を示す数学モデルを作成した。
3. その結果，断層撮影の原理に忠実に作成した新型装置では無歪み面と断層面とは一致し，従来の装
置では断層面と無歪み面とは一致しないことがわかった。
4. 新しい数学モデルはスキャノグラフィーと断層撮影法を統一的に記述できることが判明した。
5. パノラマ断層撮影法は，断層撮影法とスキャノグラフィーとが組み合わさって初めて成り立つ撮影
法であることが明確にされた。
論文審査の結果の要旨
本研究は，断層撮影法の観点からも，スキャノグラフィーの観点からも充分に理解されていなかった
パノラマ断層撮影法について的確な考察を加え，その根拠となる数学モデルを与えて理論的に本撮影法
を解明した点で画期的な研究であるO
この新しい数学モデルは軸固定式のみならず，現在使用されている装置の大部分を占める軸連続移動
型(無軸型)パノラマ断層撮影装置にも適用できるものであり この数学モデルにより，従来のパノラ
マ断層撮影装置は断層面と無歪み面とが一致しない点で原理的に不完全であることを証明すると同時に，
新しい数学モデルに基づ、く新型パノラマ断層撮影装置製作の可能性を明らかにするなど，本研究は，今
後のパノラマ断層撮影法の研究，開発に大きく寄与する価値ある業績であるO よって，本研究者は，歯
学博士の学位を得る資格があるものと認める。
